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研究開発の目的 
１．無線 LAN 端末密度の高い環境下における周波数の高効率利用 

２．システム・スループット全体の向上 

研究開発の概要：提案する研究開発課題 
１．最新技術である IDMA 方式のマルチアクセス技術を導入 

２．既存の無線 LANシステムに対して， 

  ４倍以上のシステム・スループットの達成 

従来のアクセス方式 IDMA方式

端末数の増加に伴い，通信が困難 複数端末との同時通信が可能

期待される研究開発成果及びその社会的意義 
・高密度環境下（劣悪な環境下）に耐えうる 

 シームレスかつ高速な次世代無線 LANネットワーク 

・ブロードバンドワイヤレスネットワーク 

における大幅な周波数利用効率の向上

研究開発内容説明図 〔資料]


